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学位 論 文 内 容 の 要 旨  
移植肺における遺伝子治療の応用を目的として、体外での導入後の肺保存の至  
適温度について検討した。ドナーより摘出したSDラット左肺の主肺動脈よりカ  
チオニックリビッドを用いて遺伝子導入を行い、4℃、10℃、16℃、23℃にてそ  
れぞれ4時間保存した後、カフ故により肺移植を行った。移植後48時間で  
SaCri丘ceし、右主気管支、右主肺動脈を結染5分後、動脈血ガス分析、最高気  
道内圧を測定した。左肺グラフトは、中肺野部分をhematoxylineosin染色を行  
い、残った肺グラフトはRT－PCR測定のために、液体窒素にて凍結させ一80℃で  
保存した。  
動脈血酸素分圧は、16℃群、23℃群より4℃群、10℃群の方が有意に高かった。  
動脈血二酸化炭素分圧は、各群に有意差がなかった。最大気道内圧は、16℃群、  
23℃群より4℃群、10℃群は有意に低かった。遺伝子発現は、4℃群は他の群よ  
り有意に低率で、10℃群は23℃群より効率であった。組織学的検査では、16℃  
群と23℃群では、高度な肺実質障害を認め、ARl）Sの病理学的特徴を示してい  
た。体外で肺グラフトに遺伝子導入を行う際の最適な保存温度は、肺損傷と導  
入遺伝子発現効率の／〈ランスから、10℃前後が適していることが示唆された。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は、肺移植における遺伝子治療の応用を目的として、体外での導入後の肺保  
存の至適温度について検討したものである。ドナーより摘出したSDラット左肺の主肺  
動脈よりカチオニックリビッドを用いて遺伝子導入を行い、4℃、】0℃、16℃、23℃  
にてそれぞれ4時間保存した後、カフ法により肺移植を行った。移植後48時間で  
sacr州ceし、動脈血酸素分圧、最大気道内圧、遺伝子発現、組織学的検査などを行っ  
た。その結果、体外で肺グラフトに遺伝子導入を行う際の最適な保存温度は、10℃前  
後が適していることを証明した○本論文は至適温度に関して初めて証明した価値ある  
論文であると認める。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
